






















































































































































　 　 森のようちえん群（ａ) 既存園群（ｂ) ａ－ｂ
ピアノ 43.0％ 46.9％ －3.9
バイオリン ＊＊ 7.0％ 1.5％ 5.5
美術品・骨董品 ＊＊ 24.4％ 12.7％ 11.7
図鑑 ＊＊ 91.9％ 68.4％ 23.5
百科事典 ＊＊ 46.5％ 31.6％ 14.9
PC周辺機器 ＊＊ 95.3％ 84.7％ 10.6
液晶テレビ ＊＊ 82.6％ 95.6％ －13.0
クラシックCD ＊＊ 53.5％ 32.4％ 21.1
外国の本 ＊＊ 60.5％ 36.0％ 24.5
子どもの個室 ＊＊ 24.4％ 53.7％ －29.3
＊p<.05，＊＊p<.01　数値は「家にある」と回答した者の割合
Table.2　就学前施設の教育に期待すること
　 　 森のようちえん群（ａ) 既存園群（ｂ) ａ－ｂ
小学校での学習に役立つ学力を伸ばす ＊＊ 16.3％ 58.8％ －42.5
芸術やスポーツなど得意な分野の才能を伸ばす ＊＊ 30.2％ 71.1％ －40.9
教科の学習につながる科学的な興味関心を伸ばす ＊＊ 34.1％ 63.8％ －29.7
着替えや排泄など日常生活を自立させる ＊＊ 67.1％ 95.2％ －28.1
我慢する力を育てる ＊＊ 64.0％ 91.3％ －27.3
社会で必要なマナーやルールを教える ＊＊ 76.7％ 96.0％ －19.3
地域との交流や関わりを深める ＊＊ 59.3％ 78.5％ －19.2
異なる国の文化や価値観への理解を深める ＊＊ 43.5％ 61.0％ －17.5
簡単にあきらめない粘り強さを育てる ＊＊ 74.4％ 90.7％ －16.3
筋道を立てて考える力を育てる ＊＊ 55.3％ 69.8％ －14.5
身体能力や体力を向上させる ＊＊ 80.2％ 90.0％ －9.8
表現力・コミュニケーション力を伸ばす ＊＊ 84.9％ 93.4％ －8.5
思いやりや協調性を身につけさせる ＊＊ 90.7％ 98.2％ －7.5
自然体験など様々な直接体験をさせる 96.5％ 92.8％ 3.7
主体的に行動する力を育てる 84.9％ 87.3％ －2.4
好奇心や学ぶ意欲を高める 97.7％ 96.0％ 1.7
物事を多面的に考える力を育てる 79.1％ 77.7％ 1.4
のびのび自由に遊ばせる 98.8％ 97.4％ 1.4



















　 　 森のようちえん群（ａ) 既存園群（ｂ) ａ－ｂ
不思議に思ったことを自分でやって試してみる ＊＊ 90.6％ 59.8％ 30.8
屋外で虫や生き物を捕まえる ＊＊ 85.9％ 63.3％ 22.6
虫や生き物を飼って世話をする ＊＊ 71.8％ 54.6％ 17.2
ものの仕組みに興味を持って分解する ＊＊ 52.9％ 36.1％ 16.8
不思議に思ったことを図鑑などで調べてみる ＊ 58.8％ 44.1％ 14.7
自分で工夫しておもちゃを作る ＊＊ 95.3％ 82.2％ 13.1
友だちと協力して何かを作る ＊ 89.3％ 79.8％ 9.5
空き箱など身近な廃材を使って工作する 90.6％ 82.7％ 7.9
年下の子や年上の子と一緒に遊ぶ 　 96.5％ 91.4％ 5.1
＊p<.05，＊＊p<.01　数値は「よくしていた」「時々していた」を合わせた％
Table.4　保護者から見た現在の子どもの姿や行動
　 　 森のようちえん群（ａ) 既存園群（ｂ) ａ－ｂ
物事を一方的に決めつけない ＊＊ 84.7％ 66.2％ 18.5
自然の中の出来事に興味がある ＊＊ 95.3％ 79.9％ 15.4
問題解決のために工夫したり友だちと協力できる ＊＊ 95.3％ 80.2％ 15.1
気になったことはとことん追究する ＊＊ 77.9％ 63.4％ 14.5
様々な情報から必要なものが選べる ＊ 79.1％ 68.5％ 10.6
人の話をきちんと聞ける ＊ 86.0％ 76.5％ 9.5
自分勝手なわがままを言わない 76.7％ 68.4％ 8.3
友だちとケンカしても話し合いで解決できる 81.2％ 73.9％ 7.3
誰とでも仲良くできる 77.9％ 84.9％ －7.0
年下の子を気遣うことができる 94.2％ 87.3％ 6.9
人のために何かしてあげるのが好きだ 86.0％ 80.1％ 5.9
失敗してもあきらめず挑戦する 79.1％ 73.3％ 5.8
嫌なことは嫌と言える 94.2％ 89.3％ 4.9
割り当てられた仕事はしっかりやる 90.7％ 86.7％ 4.0
誰にでも話しかけることができる 62.8％ 65.8％ －3.0
自分から進んでなんでもやる 80.2％ 78.7％ 1.5




















　 　 森のようちえん群（ａ) 既存園群（ｂ) ａ－ｂ
何かしようと思った時，いろいろな方法考える ＊＊ 89.4％ 69.2％ 20.2
自分に自信を持っている ＊＊ 85.9％ 66.8％ 19.1
何事も良い方向に考える ＊＊ 81.9％ 63.5％ 18.4
困ったことが起きても良い方向に考えられる ＊＊ 81.0％ 66.5％ 14.5
いやなことがあった時でも，くよくよしない ＊ 71.8％ 57.5％ 14.3
自分の間違いを認めて行動を正すことができる ＊ 83.3％ 71.3％ 12.0
困った時，友だちに助けてほしいとお願いできる 75.0％ 64.4％ 10.6
いやなことでも，時間がたてば自然に忘れることができる ＊ 93.0％ 82.9％ 10.1
困った時，考えるだけ考えたらもう悩まない 74.1％ 65.1％ 9
決めたら必ず実行する 74.4％ 66.2％ 8.2
苦手なことでも失敗を恐れずに取り組む 40.7％ 46.8％ －6.1
新しい行事や仕事にはすぐ慣れる方だ 71.4％ 75.8％ －4.4
学校で元気に活動することができている ＊ 94.1％ 98.2％ －4.1
新しい友だちや先生に積極的に話しかけられる 62.8％ 66.4％ －3.6
やりはじめたことは最後までやり通す 76.7％ 74.1％ 2.6
つらい時は自分の気持ちを誰かに話すことができる 77.4％ 79.2％ －1.8
悲しい時は自分の気持ちを誰かに伝えることができる 84.9％ 83.5％ 1.4
＊p<.05，＊＊p<.01　数値は「とてもあてはまる」「まああてはまる」を合わせた％
Table.6　小学校に上がってからの子どもの様子
　 　 森のようちえん群（ａ) 既存園群（ｂ) ａ－ｂ
登校するのをいやがる ＊＊ 34.5％ 18.1％ 16.4
授業中，先生の話を聞いていることができない ＊ 8.5％ 19.4％ －10.9
授業中，友だちと話し出してしまう 22.0％ 30.2％ －8.2
休み時間から授業への切り替えができない ＊ 2.4％ 8.7％ －6.3
学校からの連絡を家庭に伝えられない 13.1％ 18.5％ －5.4
忘れ物が多い 38.1％ 33.6％ 4.5
授業中，自分の席に座っていることができない 2.4％ 6.7％ －4.3




























　 　 森のようちえん群（ａ) 既存園群（ｂ) ａ－ｂ
自分はこのままではいけない ＊＊ 21.4％ 37.6％ －16.2
何かで失敗したとき，自分はダメだなと思う ＊＊ 48.8％ 63.7％ －14.9
ときどき自分はダメだなと思う ＊ 38.6％ 52.9％ －14.3
運動は得意な方だと思う ＊ 83.3％ 71.9％ 11.4
他の人より運動が下手だと思う ＊ 21.2％ 32.2％ －11
他の人より勉強ができないと思う 21.7％ 30.3％ －8.6
他の人より頭がいいと思う 52.4％ 45.1％ 7.3
友だちが少ないと思う 14.5％ 19.5％ －5.0
自分には良いところも悪いところもあると思う 86.7％ 91.4％ －4.7
ほとんどの友だちに好かれていると思う 77.4％ 73.1％ 4.3
自分は生きていていいのだと思う 96.4％ 98.6％ －2.2
きまりは守るべきだと思う ＊ 97.6％ 99.6％ －2.0
きまりやルールは大切だと思う 96.4％ 98.4％ －2.0
生まれてから今まで楽しく過ごせている 97.6％ 95.9％ 1.7
悪い時にはあやまるべきだと思う 97.6％ 98.4％ －0.8
うそをつくことはいけないことだと思う 97.6％ 98.2％ －0.6
元気であることは大切だと思う 98.8％ 99.4％ －0.6





















　　項　目 因子負荷量1 2 3 4 共通性
＜第１因子：楽観性＞α＝.828
いやなことがあった時でも，くよくよしない .852 －.045 －.091 －.059 .566
何事もよい方向に考える .816 .004 －.026 －.011 .635
困ったことが起きても良い方向に考えられる .707 .026 .004 .059 .567
困ったとき，考えるだけ考えたらもう悩まない .593 －.039 .162 －.047 .440
いやなことでも，時間がたてば自然に忘れることができる .555 －.065 .006 .073 .319
自分の間違いを友だちから指摘されたとき，そのことを認めて行動を正しくすることができる .386 .242 .008 －.009 .305
＜第２因子：挑戦性＞α＝.748
やりはじめたことは最後までやり通す －.017 .918 －.167 －.062 .698
決めたら必ず実行する －.087 .742 .065 .006 .533
苦手なことでも失敗を恐れずに取り組む .051 .445 .130 .095 .361
何かしようと思ったとき，いろいろな方法を考える .134 .372 .197 .019 .356
＜第３因子：積極的活動性＞α＝.697
新しい友だちや先生に積極的に話しかけられる －.091 －.069 .827 －.044 .523
新しい行事や仕事にはすぐ慣れる方だ .095 －.016 .644 －.063 .443
学校で元気に活動することができている .021 .060 .445 .014 .247
困ったとき，友だちに助けてほしいとお願いできる .084 .053 .382 .208 .382
＜第４因子：内面共有性＞α＝.790
つらい時は自分の気持ちを誰かに話すことができる －.022 －.041 .011 .846 .684
悲しい時は自分の気持ちを誰かに伝えることができる .011 .017 －.062 .816 .627
Table.9　森のようちえん群と既存園群のレジリエンスの平均値とSD








































　　項　目 因子負荷量1 2 3 4 5 共通性
＜第１因子：社会意識＞α＝.635
生れてから今まで楽しく過ごせている .701 .050 .044 －.005 －.074 .792
ほとんどの友だちに好かれていると思う .645 .077 －.184 .140 .029 .805
友だちが少ないと思う（※） .618 .206 －.043 .183 －.158 .477
自分は生きていていいのだと思う .599 .105 .196 －.049 .002 .468
元気であることは大切だと思う .458 －.160 .414 －.018 －.059 .469
＜第２因子：自己意識＞α＝.595
ときどき，自分はだめだなと思う（※） .091 .792 .036 －.125 .102 .488
自分はこのままではいけないと思う（※） .092 .695 .089 －.009 .094 .519
なにかで失敗したとき，自分はだめだなと思う（※） .269 .623 －.172 －.136 .086 .605
自分には，良いところも悪いところもあると思う .352 －.543 －.088 －.203 .335 .522
＜第３因子：規範意識＞α＝.561
うそをつくことはいけないことだと思う －.131 .116 .756 －.046 .062 .618
きまりやルールは大切だと思う .075 －.083 .731 －.059 .009 .487
自然は大切だと思う .045 .027 .577 .148 －.021 .521
＜第４因子：運動意識＞α＝.800
運動は得意なほうだと思う .134 －.108 －.056 .885 .012 .374
他の人より，運動がへただと思う（※） .024 －.064 .075 .856 .141 .717
＜第５因子：勉強意識＞α＝.621
他の人より，頭がいいと思う －.074 .016 －.026 .057 .854 .656
他の人より，勉強ができないと思う（※） －.103 .198 .084 .113 .746 .562
※は逆転項目
Table.11　森のようちえん群と既存園群の自尊感情の平均値とSD


































































































Gillis, H. L. and E. Speelman(2008),“Are challenge (ropes) courses an effective tool? A meta- analysis”, Journal of 
Experiential Education, Vol. 31/2, pp. 111-135.
原郁水・古田真司（2012）「小学生のレジリエンスと対人ストレスコーピングおよびセルフエスティームの関連」『東海学校保
健研究』第36巻第１号
Heckman, James. J.（2013）Giving Kids a Fair Chance, The MIT Press, Boston（＝古草秀子訳（2015）『幼児教育の経済学』
東洋経済新報社
Ikesako Hiroko & Miyamoto Koji （2015), Fostering Social and Emotional Skills Through Families, Schools and 
Communities: Summary of international evidence and implication for Japanʼs educational practices and research, OECD 






















＊ School Education   ＊＊ Ueda Wemenʼs Junior College   ＊＊＊ Gifu Shotoku Gakuen Junior College   
＊＊＊＊ Graduate School of Hiroshima University
The Influence of Early Childhood Experiences on the 
Development of Resilience and Self-esteem
Miwa YAMAGUCHI＊・Mayuko SAKAI＊＊・Hiroe KIDO＊＊＊・Kaori OMICHI＊＊＊＊
ABSTRACT
This study sought to investigate how early childhood education shapes childrenʼs resilience and self-esteem.  A 
questionnaire survey was administered among parents of second-grade graduates of forest kindergarten (group F) and of 
general preschools attending public elementary schools in three midsize cities (group G).  For group F, 85 of 146 
participants sent back responses (response rate: 58.2％) while for group G, 525 of 1,382 participants answered the survey 
(response rate: 38.0％).  Parents were asked to respond about their childrenʼs appearance.  According to the cross-analysis, 
children in group F had a significantly higher percentage of “agree” responses to eight resilience-related items than those in 
group G.  For self-esteem, answers to the three self-denial items were significantly lower in group F than in group G.  The 
resilience and self-esteem items underwent factor analysis; an analysis of variance with type of preschool was then 
performed, and each factor was extracted.  For resilience, no significant interaction was observed between the two groups, 
but for self-esteem, a significant interaction was found, with significantly higher values for self-consciousness and motor 
perception.
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